
                 

 

初
夏
の
み
よ
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編
集
部 

 

 

新
緑
の
５
月
。 

さ
わ
や
か
で
何
を
す
る
に
も
い
い
季
節
の

は
ず
で
す
が
、
こ
の
春
は
驚
く
ほ
ど
寒
い

日
も
あ
り
、
あ
わ
て
て
分
厚
い
服
を
だ
す

こ
と
も
し
ば
し
ば
。 

 

加
え
て
春
の
嵐
も
、
三
月
以
来
度
々
吹

き
荒
れ
、
年
々
天
候
が
荒
っ
ぽ
く
な
っ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。 

 

こ
の
５
月
は
、
例
年
、
豆
類
を
は
じ
め

出
荷
野
菜
が
多
く
な
り
、
三
芳
で
も
収
穫

と
当
時
に
田
植
え
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大

忙
し
で
す
。 

三
芳
村
生
産
グ
ル
ー
プ
内
で
も
そ
ろ
そ

ろ
田
植
え
が
終
わ
り
そ
う
で
す
。
房
総
地

域
で
は
、
こ
の
時
期
に
「
さ
な
ぶ
り
」
と

い
う
お
祭
り
と
い
う
か
宴
会
が
地
域
、
家

族
、
グ
ル
ー
プ
等
で
催
さ
れ
ま
す
。
漢
字

で
書
く
と
「
早
苗
饗
」。 

福
島
の
会
津
等
、
一
部
の
地
域
で
は
、

５
月
の
田
植
え
休
み
自
体
の
こ
と
を
「
さ

な
ぶ
り
」
と
よ
ぶ
そ
う
で
す
。
関
西
よ
り

西
で
は
聞
か
れ
な
い
風
習
で
す
が
、
四
季

折
々
の
農
作
業
と
共
に
あ
る
行
事
を
ま
も

な
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。 

    

出
荷
事
務
だ
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

３
２
番 

君
塚
弘
和 

  

昨
年
の
５
月
と
比
べ
て
、
今
年
の
野
菜

の
出
来
は
良
い
よ
う
で
す
。
例
年
５
月
は 

出
荷
野
菜
が
多
い
時
期
で
す
が
今
年
は
、 

久
し
ぶ
り
に
出
荷
場
に
も
活
気
が
あ
り

ま
す
。 

 

豆
類
は
５
月
中
に
は
終
了
し
ま
す
が
、 

玉
ね
ぎ
は
し
ば
ら
く
特
注
可
能
と
な
り

ま
す
。
６
月
に
入
る
と
、 

ニ
ン
ニ
ク
、
人
参
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
た
ぶ

特
注
可
能
で
す
）
イ
ン
ゲ
ン
等
が
お
届
け

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。 

 

特
注
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
。 

 

迅
速
に
お
届
け
で
き
る
期
限
は
、 

★
火
曜
コ
ー
ス
（
宅
急
便
は
水
曜
日
受

け
取
り
）
前
の
週
の
土
曜
日

の
朝
９
時
半
ま
で
に
連
絡
。 

★
木
曜
コ
ー
ス
（
宅
急
便
は
金
曜
日
受

け
取
り
）
そ
の
週
の
火
曜
日

の
朝
９
時
半
ま
で
に
連
絡 

★
土
曜
コ
ー
ス
（
宅
急
便
は
日
曜
日
受

け
取
り
）
そ
の
週
の
木
曜
日

の
朝
９
時
半
ま
で
に
連
絡
。 

出
荷
場 
電
話
番
号 

 

（
電
話
）
０
４
７
０
ー
３
６
―
２
２
７
４ 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
４
７
０
ー
３
６
―
４
０
１
６ 

火
・
木
・
土
曜
日
の
午
前
９
～
１
１
時
。 

 
 
 

以
降
は
留
守
電
。 

段
ボ
ー
ル
回
収
時
の
お
願
い
。 

 
 

段
ボ
ー
ル
を
折
り
た
た
む
際
、
折
り
目
以
外

の
と
こ
ろ
を
無
理
や
り
曲
げ
ま
す
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
折
り
目
に
そ
っ

て
た
た
む
よ
う
に
お
願
し
ま
す
。 

 

ザ
・特
集 

 

 
 

こ
こ
ま
で
来
た
田
植
え
の
機
械
化 

  

話
が
古
く
な
り
ま
す
が
、
北
朝
鮮
に
拉

致
さ
れ
た
蓮
池
さ
ん
一
家
が
帰
国
し
て

新
潟
に
帰
る
と
き
、
新
幹
線
か
ら
見
え
る

広
大
な
水
田
地
帯
を
見
て
、
蓮
池
さ
ん
の

子
供
が
「
ど
う
し
て
人
が
働
い
て
い
な
い

の
？
」
と
驚
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ 

  

れ
て
い
ま
し
た
。
機
械
化
に
よ
り
農
作
業

か
ら
解
放
さ
れ
、
田
園
の
風
景
も
時
代
と

共
に
、
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
芳
村
生
産
グ
ル
ー
プ
は
無
農
薬
で

作
る
分
、
一
般
農
家
よ
り
手
間
暇
が
か
か

り
ま
す
が
そ
れ
で
も
、
大
分
機
械
化
が
進 

  

＜ 表 面 ＞  

１）編集部あいさつ 

２）出荷事務より                             

３）ザ・特集  ～田植えの機械化 1～ 

 

＜ 裏 面 ＞（写真が中心） 

１） ここまで来た！ 田植えの機械化 2 

２） ABC 保育園がやってきた。 

３）  

三芳だより 
２０１３年 ３月号（第 196 号） 

三芳村生産グループ事務所 

電話：０４７０－３６－２２７４ ＦＡＸ：４０１６ 

（火・木・土）９：００～１１：００ 

三芳で見つけた恐らく唯一の水苗

代。一昔前は皆作ってましたが、

田植え機の登場で絶滅寸前。 



ん
で
い
ま
す
。
・
・
・
・
例
え
ば 

作
業
１
、
た
ね
撒
き 

 
 

 

 

 

三
芳
村
生
産
グ
ル
ー
プ
で
も
こ
の
機
械
を

持
っ
て
い
る
の
は
、
ご
く
わ
ず
か
。 

育
苗
蒔
箱
に
手
で
土
を
盛
り
、
手
蒔
き
の 

人
が
多
い
。 

 

 

作
業
２ 

 

ク
ロ
塗
り 

 
 田

に
水
を
溜
め

る
た
め
、
こ
ね
た

土
を
塗
り
る
。
ほ 

ん
の
５
～
６
年

前
は
皆
、
こ
の
ス

タ
イ
ル
で
し
た

が
・
・ 

  

 
 

 
 

 

↓ 

 
機
械
は
６
０
万
円

以
上
。
持
っ
て
い

る
人
に
頼
む
事
が

多
い
。
農
協
に
よ

れ
ば
、
委
託
料
は

１
ｍ
百
円
が
基
準

と
か
。 

三
芳
村
生
産
グ
ル

ー
プ
で
は
米
を
作

る
２
３
名
の
う
ち
、
７
名
が
こ
の
機
械
塗
り
。 

 

作
業
３ 

代
掻
き 

 
 

 

 

作
業
４ 

田
植
え 

 
 

 

 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
保
育
園
が
や
っ
て
き
た
。 

 

新
宿
区
新
大
久
保
に
あ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
保
育
園

の
田
植
え
も
今
年
で
８
年
目
。
４
～
５
歳
児

２
４
名
。
小
学
生
３
４
名
の
大
所
帯
で
来
訪
。

自
然
に
お
っ
か
な
び
っ
く
り
の
子
供
が
い
れ

ば
、
積
極
的
な
子
供
も
。 

 

ト
ン
ボ
の
幼
虫
、
オ
ケ
ラ
を
見
せ
て 

「
こ
れ
が
将
来
何
に
な
る
で
し
ょ
う
？
」 

「
カ
ニ
」 

「
エ
ビ
」 

「
サ
ソ
リ
」  

この育苗箱に土を入れモミを 

蒔いて稲を育てます。左はタバ

コの箱。 

 

育苗箱に均等にモミを蒔き、その

上に土をかけ、さらに水を撒く機

械。電気モーターで作動。 

あぜを塗る機械が登場。トラクター

に取り付け、三反（９00坪）の周囲

を２０分ほどで仕上げる。 

トラクターで丸太を引っ張る（左） 

耕運機で耕したあとトンボでなら

す人も（上 ‘13年 4月撮影） 

育苗箱で作った苗を田植え機にセッ

トして田植えをします。かつては近

所、親戚を集めての人海戦術を劇的

に変革させたのが田植え機（左下） 

三反の田んぼなら 3時間程で完了。

乗用式田植え機は、もっと早い。 

 

総勢５８名の子供達と大勢の引率の先生。あい

にくの雨模様の中３回に分けて植えました。 

３回に分けて 


